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土地・法・不妥（松闘・清水・高界・木柑・石垣）

土地・法・不安

-「開発」に揺れる人びと一

松岡 陽子（名古屋大学大学院文学研究科）
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本稿は2010年 10月30,-..._,31日に開催さ

れた第 9回九小卜1人類学研究会オータムセ

ミナー・セッション A 「土地・法・不安

一『開発』に揺れる人びと」の報告であ

る。本セッションは、「不安」にまつわる

問題をまとめた特集であり、各発表者た

ちはその土地がもつ固有の性格ゆえに起

こる住民たちの慕籐や、土地をめぐるコ

ンフリクトを主題として、都市（土地）

計画、法、社会秩序などを論じている。

発表は下記の順で行った（敬称略）。

1) 松岡陽子「希望のない土地：ケニア

農村地帯に成立したスラム」

2) 清水貴夫「茶会がつなぐキズナ：都

市計画による離散を乗り越える人び

との営み」 1)

3) 高野さやか「土地をめぐる期待と不

安：インドネシア・東スマトラの土

地紛争における争点の移動」

4) 木村周平「都市計画、不安、人類学

（者）：トルコ、イスタンブルの耐震

都市計画の事例から」

5) 石垣直 コメント

松岡は戦争や土地改革など特異な土地

形成過程を経て、ケニア農村地帯に出現

したスラムやその住人たちに焦点をあて

ている。スラムでは現在や末来に対する

不安が住人の暮らしを支配しているにも

かかわらず、彼らは意図せずしてそれを

受け入れているばかりか、積極的に不安

を選択している状況を報告した。

清水はブルキナファソの首都ワガドゥ

グで実施された都市計画を扱い、人と人

との紐帯がいったん崩れたものの、茶会

をとおして新たな絆を築き、地縁的なっ

ながりを再構築しようとする人々の営み

が報告されている。松岡の報告では不安

は次の何かを生み出す原動力になってお

らず、人々は不安である状態に積極的に

身をまかせているが、一方で清水の報告

では不安というものが次のステージヘと

つながる動因となっており、両者は対照

的な事例となっている。

高野はインドネシアの土地紛争問題を

扱い、裁判の行方に揺れ動く住民たちの

「未来に対する構え」に焦点をあててい

る。それらは期待と不安というかたちで

具現化され、法の決定とともに学習され

ていくものである。彼女は制限されなが

らも未来を想像／創造しようとする住民

たちの取り組みについて論じている。

木村はクリフォードなどの手法を採用

しながら、 トルコの都市計画の進行過程

に焦点をあてている。都市計画はさまざ

まな位相において進められているが、一

つ一つの取り決め自体が明確な決着のも

とで行われるわけではなく、不安を抱き

ながら実行され続け、成立したものであ

る。彼はそうした一つ一つの過程をもう

一度丁寧に紐解くことによって、実は表

向きはスポットライトがあてられていな

いが、未来につながるなんらかの可能性

が潜んでいるのではないかと、事態の不

確定性を重視しながら、希望を見出そう

とする。

このように、我々の「不安」のとらえ

方はばらばらであり、明確な共通項を見
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出すことはできなかったが、今回のセッ

ションは我々全員の「不安」に対する挑

戦であった。想定される末来、希望され

る未来、もしくは想像しえない未来など

といった、まだ完了していない事態が「現

在」を生きる当事者や関係者たちの行動

や発言、そして志向を限定している。そ

の中心にあると思われる「不安」を抽出

することが我々の今回の課題であり、「不

安」をめぐる議論の第一歩となっただろ

う。

また、未来に続く発展という意味をこ

めて、「『開発』に揺れる人びと」という

サブ・タイトルをつけた。「不安」を考え

ることが、なんらかの末来を切り開く契

機となることを願って、今後も議論を重

ねていきたい。

註

1)このタイトルは発表時のものであり、本誌

掲載の清水論文のタイトルは内容ととも

に一部、変更されている。

(2011年 6月 7日 掲載決定）
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